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テルモ株式会社

２００８年３月期 第３四半期

説明会
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代表取締役社長

高橋 晃

２００８年３月期 第３四半期

業績の概要とトピックス
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業績の概要
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(億円）
増収増益＆２桁伸長を維持

０７/３期 Ｑ３ ０８/３期 Ｑ３

売上高

粗利益（率）

販管費（率）

営業利益（率）

経常利益（率）

当期純利益

期中平均レート ＵＳ＄ １１６ 円 １１７ 円 １．０％ 円安

ＥＵＲ １４８ 円 １６３ 円 １０．０％ 円安

増減率

２,３１４

１,２７５（55.1%）

７５１（32.4%）

５２４（22.7%）

５２９（22.9%）

３４８

13%

13%

10%

16%

14%

18%

２,０５１

１,１３２（55.2%）

６８０（33.2%）

４５２（22.0%）

４６３（22.5%）

２９５
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348295452 524

2,314
2,051

売上高

２００８年３月期第３四半期 財務状況

営業利益
営業利益率 当期純利益

＋１６.０％

＋１７.６％

(億円）

22.0％
22.7％

０７/３期
Ｑ３

＋２６３

＋７２

＋５２

０８/３期
Ｑ３

０７/３期
Ｑ３

０８/３期
Ｑ３

０７/３期
Ｑ３

０８/３期
Ｑ３

＋１２.８％

０．７ポイント

増加
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348 380
171

1,153
1,232

423 435
225

売上高 (エリア別)
（億円）

＋６．９％

＋２１．５％
（＋１１．６％）

日本 欧州 米州 アジア

＋１４．４％
（＋１３.４％）

＋３１．６％
（＋２３.５％）

＋７９

＋７５ ＋５５

＋５４

海外合計

＋２０．４％
（＋１４．６％ 為替影響除く）

海外比率

４４％→４７％

０７/３期
Ｑ３

０８/３期
Ｑ３
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465
337 219

1,031

1,143

578

360 233

売上高 (商品群別）
(億円)

ホスピタル

商品群

カテーテル

商品群

ＣＶ・人工血管

商品群

生活医療

商品群

＋１０.９％

＋２４.２％ ＋７.０％ ＋６.８％

＋１１２

＋１１３

＋２３

＋１５

０７/３期
Ｑ３

０８/３期
Ｑ３
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680
751

販管費
(億円)

33.2％ 32.4％

販管費比率

０．８ポイント

減少

０７/３期
Ｑ３

０８/３期
Ｑ３

＋７１

07/3期
Q3

08/3期
Q3

増減
対前年
比

人件費 236 266 +29 12.4%
物流費 57 68 +11 18.7%
販促費 69 76 +7 9.7%
研究開発 116 118 +2 1.4%
経費他 201 224 +23 11.2%
計 680 751 +71 10.4%
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(億円）
変動要因あるも通期計画を達成へ

０７/３期実績 ０８/３期計画

売上高

営業利益（率）

経常利益（率）

当期純利益

期中平均レート ＵＳ＄ １１７ 円 １１３ 円

ＥＵＲ １５０ 円 １５９ 円

増減率

２,７６４

５８５（21.2%）

５８０（21.0%）

３７２

３,０５０

６５０（21.3%）

６５０（21.3%）

４２０

１０% 

１１%

１２% 

１３% 
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～国内ホスピタル商品の成長戦略～

トピックス
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国内売上が成長トレンドへ

（通期見通し）

国内売上（億円）

前年伸長率（％）

1,000

1,200

1,400

1,600

1,800

05/3期 06/3期 07/3期 08/3期

4.2
2.1

6.4

1,623億円
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600

800

1000

05/3期 06/3期 07/3期 08/3期（通期見通し）

国内ホスピタル事業が今期の成長に貢献

±0
4.7

6.3

国内ﾎｽﾋﾟﾀﾙ売上（億円）

前年伸長率（％）

1,000億円
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国内ホスピタル

売上1000億円
08/3期（通期見通し）

医療器

輸血関連

＜輸液関連商品＞

＋22億円（＋6.9％）※

輸液ポンプ類 輸液剤輸液セット

＜ﾌﾟﾚﾌｨﾙﾄﾞｼﾘﾝｼﾞ＞

＋１0億円（＋13.7％）※

国内ホスピタル事業を牽引する商品

＜輸血関連商品＞

＋24億円（＋68.8％）※

医薬品

※08/3期（4-12累計実績）
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国内ホスピタルの基本戦略

医療安全・効率化のビジネスを推進

◆安全・効率化に結びつくリスクマネジメント機能を付加した商品を提供◆安全・効率化に結びつくリスクマネジメント機能を付加した商品を提供

◆医療従事者のスキル習得・向上をサポートする実践トレーニングを提供◆医療従事者のスキル習得・向上をサポートする実践トレーニングを提供

商品とサービスの総合力で安定成長を実現商品とサービスの総合力で安定成長を実現

（テルモメディカルプラネックスなど）（テルモメディカルプラネックスなど）
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0

100

200

300

400

03/3期 04/3期 05/3期 06/3期 07/3期 08/3期

ﾘｽｸﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ機能を付加した輸液関連商品で拡大

（通期見通し）

ｱﾐｸﾞﾗﾝﾄﾞ発売

ﾌﾙｶﾘｯｸ発売

ｱﾝﾁﾌﾘｰﾌﾛｰ
機能付を発売

感染防止プラ
グ付輸液セッ

トが普及

（億円）
輸液剤

輸液ポンプ類

輸液セット

入力間違い防止

機能付を発売
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◆医療従事者向けのトレーニングを実施

テルモメディカルプラネックス

－昨年４月のﾘﾆｭｰｱﾙｵｰﾌﾟﾝ以来、約８,０００名が来訪

ホスピタルスタジオでの実践トレーニング

（テルモメディカルプラネックス・イースト）

企業総合力のビジネスへ転換
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※医療ﾘｽｸﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ研究（Ｈ１２年）

医療技術評価総合研究事業総括報告書より抜粋

看護のヒヤリ・ハット事例

ニーズに合致した実践トレーニング

医師の指示業務

（点滴・高ｶﾛﾘｰ輸液・注射）

３２％療養上の世話

３１％

観察業務 ３％
その他 ４％

医師の指示業務
（それ以外）

３０％

トレーニング風景（点滴・注射）

テルモメディカルプラネックス
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方向性（１） 市場の変化に対応

◆急性期中心からトータルケアへ
‐中間施設など、新たな医療市場にも対応

急性期病院
療養型
病院

在宅医療

（家庭）

急性期病院
療養型

病院

在宅医療

現在
まで

将来

国内市場の変化国内市場の変化

拡大

さらに拡大 新規市場

家庭中間施設
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参考 ： 中医協、商品の改良・改善の補正加算を検討参考 ： 中医協、商品の改良・改善の補正加算を検討

・低侵襲な治療をできることが客観的に示されていること

・小型化、軽量化等により、それまで不可能だった小児等への

使用が可能となったことが客観的に示されていること

※２００８年４月の診療報酬改定に関する公開資料より抜粋

方向性（２） 改良・改善の商品開発を強化

◆改良・改善のイノベーションを国も評価へ

‐トータル医療コストの低減、患者ニーズの解決など
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その他のトピックス
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ＤＥステント「Ｎｏｂｏｒｉ」、ＣＥマーク取得

• 欧州
– ４Ｑ中に販売開始
– 市販後臨床試験を計画

• 日本
– 臨床試験を継続中

• アジア
– 昨年７月より先行販売開始 ＣＥマーク認証書
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ＰＴＣＡﾊﾞﾙｰﾝｶﾃｰﾃﾙ が好調

◆医療経済性の向上に貢献

‐１本で多様なニーズに対応、少ない本数で治療を完結

国内シェアＮＯ.１を獲得！

高耐圧性 高い通過性能を保持

石灰化した硬い血管を

高圧で拡張

一旦拡張した後も

そのまま細い血管へ到達
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まとめ

◆国内市場の動向、為替の変動要素あるも、

通期計画を達成

次期中期経営計画へ
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《おことわり》

本資料に記載されている業績予想ならびに将来
予測は、現時点で入手可能な情報に基づき、当
社で判断した予想であり、潜在的なリスクや不
確実性が含まれています。そのため様々な要因
の変化により、実際の業績が、記載されている
予想・見通しとは異なる場合がありうることをご
承知おきください。実際の業績に影響を与えうる
重要な要素には、当社の事業領域を取り巻く経
済情勢、為替レート、競争状況などがあります。


